
様々なしがらみから解き離れた観点から、独立のシンクタンクとして、大胆に社会に提言を行い、SDGs の達成と持続可能な

開発の構築に向け活動を行います。季刊第２号の未来構想レターをお届けいたします。 

 10 月 8 日の「地熱発電の日」に合わせて 10月 7・８日に

「第 10回地熱シンポジウム in TOKYO」が開催されました。 

東日本大震災・福島原発事故の翌年、二階俊博・増子輝彦議員

が共同代表となり設立した超党派地熱発電普及推進議員連盟が福

島市で第一回シンポジウムを開催し、現在は JOGMEC が主管と

なり開催しています。 

今回のシンポジウムは初の東京開催であり、来場参加／オン

ライン視聴での参加を合わせ、過去最多となる 2,468 名が参加し

ました。新たにアルピニストの野口健氏と女優の柴崎コウさんが

ジオサーマルアンバサダーに任命されました。シンポジウムで

は、2 つの基調講演のほか、クリエイティブディレクターの小橋賢児氏を中心に、地熱のパワーに魅力と未来を感じる方々をゲス

トに迎え、異なるテーマで 3 つのトークセッションを実施し、現地開催と YouTube ライブ配信を合わせて開催した結果、来場参

加者 104 名、オンライン配信視聴者 2,364 名の合計 2,468 名を数え、過去最多の視聴者数となりました。世界第 3 位のポテンシ

ャルを持つ我が国のベースロード、かつクリーンエネルギー電源として更なる普及推進を加速させていきます。未来構想会議か

ら増子輝彦理事長と楠本修事務局長が来賓として参加し紹介を受けました。因みに 10 月 8 日は増子理事長の誕生日です。 

広野町のＮＰＯ法人ハッピーロードネット（理事長 西本由美子）主催で本年８月に実施された福島と北海道高校生交流事業

「未来につなぐまちづくり塾」の報告会が 10 月 10日Ｊヴィレッジ（楢葉・広野町）で開催されました。 

核分裂を利用した原子力発電は高レベル放射性廃棄物を発生する。廃棄物は自らの

問題として考えたくないという風潮の下で、国民的な議論となってきませんでした。

2011 年の東日本大震災・津波によって福島第一原子力発電所が破壊され、その燃料デ

ブリの処理が不可欠となりました。この問題は半世紀以上にわたり対応を必要とする

可能性があります。この最終処分場の選定はさらに困難を伴います。こんな中、いわ

ゆる核のゴミ最終処分場としての適性を判断するための第一歩である文献調査を北海

道の寿都町と神恵内村が受け入れました。来世代に負担を強いてはいけないという観

点から、将来を担う若者の理解が不可欠との問題意識にもとづき、本年８月に福島県

楢葉町と北海道寿都町において高校生交流事業が実施され、その発表会として開催さ

れたものです。 

＜内容＞ 

○西本由美子ＮＰＯ法人ハッピーロードネット理事長から開催趣旨と挨拶があり、吉

田淳大熊町長、片岡春雄寿都町長が来賓あいさつを述べた。  

○高校生の発表・パネルディスカッション 

高校生の発表は交流事業に参加した福島県と北海道寿都町の高校生が 5 班に分かれ

て発表を行った。続いて福迫昌之・東日本大学副学長がコーディネーターを務め、

高校生の意見を要約していった。各班からは交流事業から得られたアイデアとして、①正確な情報発信、②エコの街を目指し

て、③若者への実体験の発信、⑤インフラ整備と人口増加策、などの点が指摘されました。 
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○増子輝彦一般社団法人未来構想会議理事長「子どもたちの真摯なそして素直な発表に対し賛辞を送り、自分はエネルギー問題

に携わる中で原子力エネルギーが重要であると考え、原発推進派であった。しかし東日本大震災・大津波の経験から安全対策

に抜かりがあった反省している。原発推進派であれ、反対派であれ、原子力発電所から出てくる高エネルギー廃棄物の問題

や、福島第一原子力発電所事故で生じた燃料デブリの処理を避けて通ることはできない。この問題に対応するために超党派の

議連を作り代表世話人として、この問題に取り組んできた。この問題は 30 年、50 年、場合によっては 100 年と続く問題であ

り、私たちが生きている間に最終処分場設置の道筋をつけ、若い世代に負の遺産を残すべきではない、と述べました。 

 

 

 

未来構想会議では、設立目的である未来に向けた大胆な提言を行うために各省庁の実務家を中心にお招きし、勉強会を開催し積

極的な活動を始めています。 

安田正人・厚生労働省政策統括官付政策統括室政策企画官より、内閣官房で協議が行われている「全世代型社会保障構築会

議」について説明を受けました。 

日本の人口が急速に高齢化する中で年金をはじめ社会保障を誰がどのように負担し受給するのかが大きな課題となっていま

す。日本の少子高齢化は世界で最も速いスピードで進展しており、日本がこの変化にどのように対応するのか、世界が注目して

います。この急速な変化はこれまで人類が経験したことがなく、国の活力を維持し、高齢者の生活を保護し、若者が持続可能な

安心をいかに維持できるかが問われています。日本の人口構造の変化は、想定されていた予測をはるかに超えた変化であるとと

もに国民の生活に刺激的な大きな影響を与えています。これまで様々な政策を実施していた各省庁にとり、これまでの政策との

継続性を維持することが非常に難しい課題となっています。改めてこの問題は行政の範囲で対応できる問題ではなく、政治主導

により国民のコンセンサスを形成していくことが重要な問題であることを確認する機会となりました。 

増子輝彦理事長、大久保勉理事、蒲生篤実理事、蒲原基道理事が参加。富田茂之副理事長、松本千穂理事が ZOOM で参加し

ました。 

堂ノ上武夫・一般財団法人日中経済協会 専務理事より、中国ではこれまでの慣

例を破り、習近平氏氏が 3 期目の政権を担うことになり、その動向が世界の注目の

的になっています。堂の上氏は 14 年に及ぶ中国赴任の経験と知見のもと、中国は共

産党政権の下でコロナ禍で鈍化したものの順調に経済発展しており、全体的に生活

水準が向上しているが、都市と農村の格差が激しく、共産主義が建前とする平等の

下で今後どのように対処されるかが課題となる。政府による国民への監視が隅々までいきわたり、2500 万人が住む上海が簡単に

ロックダウンされてしまう社会となっているが、経済成長の利益を国民が享受している層が増加していることから反発が表面化

せず政権は支持されている。台湾有事はじめ日中関係は、政治を棚上げにし経済中心に進んでいくと説明した。増子輝彦理事

長、蒲生篤実理事、由木文彦理事が参加し、富田茂之副理事長、大久保泰典理事が ZOOM で参加しました。 

石原 大・国土交通省大臣官房審議官（鉄道担当）より、民間と政府、地方自治体

の役割、協力の中で地方公共交通機関の機能の維持を図るために開催された「鉄道

事業者と地域の共同による地域モビリティの差しに関する検討会」の説明を受け

た。国鉄時代の鉄道という固定観念に縛られず、人口減少時代においては、特に地

方路線の問題は廃止、存続という問題に縛られず、公共交通であるという観点から

様々な政策が必要となる。例えば無人駅舎の活用方法、あるいはカーボンニュート

ラル達成のための軌道の利活用、具体的には風力・地熱・太陽光などの再生可能エ

ネルギーの送電網を構築するために活用することなども考えられる。そのことにより地方自治体や地域住民、そして企業等のそ

れぞれの全体益が創出できる可能性がある。今後については未来構想会議として国土交通省、経済産業省、JR などと連携しその

実現のために政策提言していきたい。                                    （了） 

10月 28日 第 2回未来構想会議勉強会 

「習近平政権 3期目を迎えた中国情勢」 

未来構想会議・勉強会 

10月 25日 第一回未来構想会議勉強会 

「全世代型社会保障構築会議の議論の現状並びに方向

性」 

11月 7日 第 3回未来構想会議勉強会 

「地方における公共交通機関と鉄道の展望」 


